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時
は
明
治
卅
二
年
七
月
十
二
日
夜
、
処
は
上
根
岸
の
某
邸
の
構
内
の
最

　
　
も
奥
の
家
、
八
畳
の
間
の
真
中
に
病
の
牀
を
設
け
て
南
側
の
障
子
明
け

　
　
放
せ
ば
上
野
お
ろ
し
は
闇
の
庭
を
吹
い
て
枕
辺
の
灯
火
を
揺
か
す
。
我

　
　
は
横
に
臥
し
た
る
体
を
す
こ
し
も
た
げ
な
が
ら
片
手
に
頭
を
さ
ゝ
へ
片

　
　
手
に
蚊
を
打
つ
に
余
念
無
し
。

　
　
　
　
午
後
八
時
よ
り
九
時
迄

　
北
側
に
密
接
し
て
あ
る
台
所
で
は
水
瓶
の
水
を
更
ふ
る
音
、
茶
碗
、
皿
を

洗
ふ
音
漸
く
止
ん
で
、
南
側
の
垣
外
に
あ
る
最
合
も
あ
ひ
井
の
釣
瓶
つ
る
べ
の
音
ま
だ
止
ま

ぬ
。

　
垣
の
外
に
集
ま
り
し
小
供
の
鼠
花
火
、
音
絶
え
て
、
南
の
家
の
小
供
は
自
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分
の
家
に
帰
つ
た
。
南
東
の
藻
洲
氏
の
家
で
は
子
供
二
人
で
唱
歌
を
謳
ふ
て

居
る
。
は
て
は
板
の
間
で
足
拍
子
取
な
が
ら
謳
ふ
て
居
る
。

　
南
の
家
で
赤
子
が
泣
く
。

　
南
へ
一
町
ば
か
り
隔
て
た
る
日
本
鉄
道
の
汽
車
は
衆
声
を
圧
し
て 

囂  

々 

が
う
が
う

と
通
り
過
ぎ
た
。

　
　
蛍
一
つ
い
づ
こ
よ
り
か
枕
も
と
の
硯
箱
に
来
て
か
す
か
に
火
を
と
も
せ

　
　
り
。
母
は
買
物
に
と
て
坂
本
へ
出
で
行
き
給
へ
り
。

　
上
野
の
森
に
今
迄
鳴
い
て
居
た
梟
は
は
た
と
啼
き
絶
え
た
。

　
最
合
井
の
辺
に
足
音
が
と
ま
つ
て
女
二
人
の
話
は
始
ま
つ
た
。

　
一
口
二
口
で
話
が
絶
え
る
と
足
音
は
南
の
家
に
這
入
つ
た
。

　
例
の
唱
歌
は
一
旦
絶
え
て
又
始
ま
つ
た
が
今
度
は
「
支
那
の
チ
ヤ
ン
〳
〵
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坊
主
は
余
ッ
程
弱
い
も
の
」
と
い
ふ
歌
に
変
つ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
軽
業
の

口
上
に
変
つ
た
。
同
時
に
二
三
人
が
何
や
ら
し
や
べ
つ
て
居
る
。
終
に
総
笑

ひ
と
な
つ
た
。

　
列
車
の
少
い
汽
車
が
通
つ
た
。

　
　
　
　
午
後
九
時
よ
り
十
時
迄

　
東
隣
の
家
へ
、
此
お
屋
敷
の
門
番
の
人
が
来
て
、
庭
へ
立
ち
な
が
ら
話
し

て
す
ぐ
帰
つ
た
。

　
南
の
家
で
、
窓
か
ら
外
へ
痰
を
吐
い
た
。

　
誰
や
ら
水
汲
み
に
来
た
。

　
　
　
　
障
子
を
閉
さ
し
む

　
南
の
家
で
は
、
入
口
の
前
で
、
闇
に
行
水
す
る
様
子
だ
。
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下
り
列
車
が
通
つ
た
。

　
遠
く
に
沢
山
の
犬
が
吠
え
る
。

　
　
　
　
体
温
を
閲
す
、
卅
八
度
五
分
。

　
行
水
が
す
ん
で
、
団
扇
で
尻
か
何
か
叩
く
音
が
す
る
。

　
足
音
が
し
た
。
南
裏
の
木
戸
が
明
い
た
。

　
　
　
　
母
は
ち
い
さ
き
灯
籠
と
み
そ
萩
と
を
提
げ
て
帰
り
給
へ
り
。

　
今
年
は
阪
本
の
町
が
広
く
な
つ
て
草
市
の
店
が
賑
か
に
出
た
。

　
　
　
　
な
ど
話
し
給
ふ
。

　
汽
車
通
る
。
や
が
て
単
行
の
汽
鑵
車
が
通
る
。

　
南
の
家
で
戸
じ
ま
り
の
音
が
す
る
。

　
南
東
の
家
で
戸
じ
ま
り
の
音
が
す
る
。
四
隣
漸
く
静
ま
る
。
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次
の
間
で
麻
木
を
折
る
音
が
す
る
。

　
上
野
の
十
時
の
鐘
が
聞
え
る
。

　
　
　
　
午
後
十
時
よ
り
十
一
時
迄

　
下
り
列
車
通
る
。

　
単
行
の
汽
鑵
車
、
笛
を
鳴
ら
し
〳
〵
、
今
度
は
下
つ
て
往
た
。
間
も
無
く

上
り
列
車
が
来
た
。

　
上
野
停
車
場
の
構
内
で
、
汽
鑵
車
が
湯
を
吐
き
な
が
ら
進
行
を
始
め
る
音

が
聞
え
る
。

　
蛙
の
声
が
次
第
に
高
く
な
る
。

　
遠
く
に
犬
が
頻
り
に
吠
え
る
。

　
門
前
の
犬
吠
え
出
す
。
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又
水
汲
み
に
来
た
。

　
東
隣
で
は
雨
戸
を
し
め
る
。

　
又
星
が
見
え
る
と
独
り
ご
ち
給
ふ
。

　
戸
締
り
の
音

　
　
　
　
蚊
帳
を
釣
り
寝
に
就
く

　
　
　
　
午
後
十
一
時
よ
り
十
二
時
迄

　
枕
も
と
の
時
計
の
音
の
み
聞
え
て
天
地
は
極
め
て
静
か
な
。

　
椽
側
に
置
い
て
あ
る
籠
の
鶉
、
物
に
驚
い
た
や
う
に
は
ね
る
音
が
す
る
。

　
　
　
　
う
と
〳
〵
と
眠
る
。

　
汽
車
が
通
つ
た
さ
う
な
。

　
忽
ち
表
の
戸
を
は
げ
し
く
敲
く
音
に
眼
が
覚
め
た
。
何
事
か
と
思
へ
ば
新
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聞
の
配
達
人
が
人
を
起
し
て
新
聞
の
不
着
の
言
訳
を
す
る
の
で
あ
つ
た
。

　
十
二
時
の
鐘

　
　
　
　
午
前
零
時
よ
り
二
時
迄
起
き
居
る
間
に

　
鼠
の
音
一
度

　
　
　
　
聞
き
し
の
み
。
そ
よ
と
の
風
も
吹
か
ず
。
犬
の
遠
吠
も
せ
ず
。
動

　
　
　
　
物
園
の
う
な
り
声
も
聞
え
ず
。
夜
一
夜
騒
く
鶉
も
鼠
も
此
夜
は
騒

　
　
　
　
が
ず
。
梅
雨
中
の
静
か
さ
、
此
時
星
の
飛
ぶ
も
あ
る
べ
し
。
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
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ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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